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﹇
社
会
的
に
一
つ
のA

人
格B

を
も
っ
た
存
在

﹈

商
法
で
は
、
会
社
を
「
営
利
を
目
的
と
す
る
社
団
法
人
」
と

定
義
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
か
ら
、
会
社
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
三
つ
の
要
素

が
見
え
て
き
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
社
団
性
、
営
利
目
的
、
法
人

性
の
三
要
素
で
す
。

「
社
団
性
」
と
は
、
同
じ
目
的
を
も
つ
複
数
の
構
成
メ
ン
バ
ー

か
ら
な
る
団
体
で
あ
る
こ
と
で
す
。
そ
の
構
成
メ
ン
バ
ー
を
一

般
的
に
社
員
と
い
い
ま
す
。

団
体
の
も
つ
目
的
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
た
と
え
ば
、
病
院
、
学
校
、
政
府
機
関
な
ど
の
団
体
は
公

益
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
一
般
の
民
間
会

社
の
目
的
は
、
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
提
供
す
る
事
業
を
行

な
う
こ
と
で
利
益
を
あ
げ
、
そ
の
利
益
を
構
成
メ
ン
バ
ー
に
分

配
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
が
「
営
利
目
的
の
団
体
」
と
い
う
意

味
で
す
。

ま
た
会
社
は
、
設
立
し
て
役
所
に
届
け
出
る
（
登
記
を
行
な

う
）
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
的
に
一
つ
のA

人
格B

を
も
っ
た

存
在
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
「
法
人
格
」
と
い
い
、
あ
た
か
も

会
社
が
一
人
の
人
間
の
よ
う
に
扱
わ
れ
、
会
社
名
で
契
約
し
た

り
借
金
や
預
金
を
し
た
り
で
き
ま
す
。
違
法
行
為
を
す
れ
ば
会

社
が
制
裁
を
受
け
ま
す
。

こ
れ
ら
の
性
格
を
も
っ
た
団
体
が
「
会
社
」
で
す
。

そ
の
形
態
に
は
「
株
式
会
社
」「
有
限
会
社
」「
合
資
会
社
」

「
合
名
会
社
」
の
四
種
類
が
あ
り
ま
す
（
�
次
項
）。

な
お
、
営
利
を
目
的
と
し
な
い
公
益
法
人
（
�
巻
末
）
に
は
、

社
団
法
人
、
財
団
法
人
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

﹇
個
人
事
業
と
会
社
の
違
い
は
？

﹈

現
在
、
日
本
に
は
約
２
９
２
万
社
（
平
成
11
年
総
務
庁
統
計
）

も
の
会
社
が
あ
り
ま
す
。

会
社
は
、社
団
性
、法
人
性
、営
利
目
的
の
三
要
素
の
上
に
成
り
立
つ
。
法
人
格
を
も
つ
こ
と
で

多
く
の
メ
ン
バ
ー
と
資
金
が
得
ら
れ
る
。

1
そ
も
そ
も
会
社
と
は
何
か
？
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PART

経
営
の
基
礎
知
識
を
押
さ
え
る

1

そ
の
中
に
は
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
よ
う

に
数
万
人
以
上
も
の
社
員
を
抱
え
る
大
企
業
か
ら
、
従
業
員
１

０
０
人
ほ
ど
の
中
小
企
業
（「
中
小
企
業
の
定
義
」
�
巻
末
）、

家
族
だ
け
で
経
営
し
て
い
る
零
細
企
業
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
規
模

の
会
社
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
世
の
中
に
は
法
人
格
を
も
た
な
い
で
事
業
を

行
な
っ
て
い
る
個
人
事
業
主
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
八
百
屋
さ

ん
や
薬
屋
さ
ん
な
ど
、
家
業
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
個

人
事
業
主
の
場
合
は
、
契
約
や
借
金
な
ど
す
べ
て
の
事
業
活
動

を
経
営
者
が
「
個
人
の
名
前
」
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
事
業
を
行
な
う
主
体
に
は
、
個
人
事
業
主
と
法

人
（
会
社
）
が
存
在
す
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
い
ち
ば
ん
の
違

い
は
、
法
人
格
を
も
っ
て
い
る
か
ど
う
か
で
す
。

会
社
は
法
人
格
を
も
つ
こ
と
で
、
広
く
出
資
者
を
募
っ
て
資

金
を
集
め
た
り
、
大
量
に
社
員
を
雇
っ
た
り
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
よ
う
な
大
き

な
会
社
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
経
済
全
体
を
発
展
さ
せ
て
い
く
原

動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
会
社
」
は
、
ま
さ
に
今
日
の
豊
か
な
資
本
主
義
経
済
を
支
え

て
い
る
の
で
す
。

「会社」の3つの要素

社団性�

同じ目的を�
もつメンバーから�
なる団体�

法人性�

会社は“人格”を�
もった人間のように�

扱われる�

営利目的�

利益をあげ、�
その利益を社員�
などに分配すること�
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﹇
会
社
に
は
四
つ
の
形
態
が
あ
る

﹈

会
社
に
は
、「
株
式
会
社
」「
有
限
会
社
」「
合
名
会
社
」「
合

資
会
社
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
分
類
は
出
資
者
の
責
任
の
範
囲

に
よ
り
ま
す
。

前
項
で「
会
社
は
法
人
格
と
し
て
人
間
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
」

と
説
明
し
ま
し
た
。
す
る
と
「
も
し
借
金
を
返
済
で
き
な
か
っ

た
り
し
た
と
き
に
ど
う
す
る
か
」
と
い
う
問
題
が
生
じ
ま
す
。

会
社
が
倒
産
し
た
と
き
、
構
成
メ
ン
バ
ー
が
ま
っ
た
く
償
わ

な
い
の
は
い
か
に
も
無
責
任
で
す
。
し
か
し
、
大
き
な
会
社
で

は
１
０
０
％
償
う
の
は
現
実
的
に
困
難
で
す
。
そ
こ
で
商
法
で

は
、
メ
ン
バ
ー
個
人
の
責
任
範
囲
に
よ
っ
て
会
社
を
分
類
し
て

い
る
の
で
す
。

ま
ず
構
成
メ
ン
バ
ー
全
員
が
、
経
営
上
の
責
任
の
す
べ
て
を

個
人
で
負
う
の
が
合
名
会
社
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
倒
産
し
た

と
き
に
負
債
を
全
額
個
人
で
弁
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

出
資
者
の
個
人
責
任
の
範
囲
に
よ
っ
て
、「
合
名
会
社
」「
合
資
会
社
」「
株
式
会
社
」「
有
限
会

社
」の
四
種
類
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

2
会
社
に
は
ど
ん
な
種
類
が
あ
る
か
？

合名会社� 合資会社�

無限責任� 無限責任と有限責任�

社員� 社員�

2名以上� 無限責任社員と有限�
責任社員各1名以上�

規定なし� 規定なし�

機関は不要� 機関は不要�

不要� 不要�
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経
営
の
基
礎
知
識
を
押
さ
え
る

1

を
「
無
限
責
任
」
と
い
い
ま
す
。

合
資
会
社
と
は
、
無
限
責
任
社
員
と
出
資
分
だ
け
の
責
任
を

負
う
有
限
責
任
社
員
が
混
在
す
る
形
態
で
す
。

﹇
有
限
責
任
が
会
社
の
基
本

﹈

一
方
、
自
分
の
出
資
分
だ
け
の
有
限
責
任
が
基
本
と
な
っ
て

い
る
の
が
、
株
式
会
社
と
有
限
会
社
で
す
。

株
式
会
社
は
、
株
式
で
出
資
金
を
広
く
集
め
る
こ
と
が
で
き

る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

経
営
者
は
事
業
に
対
す
る
責
任
を
負
い
ま
す
が
、
出
資
し
た

株
主
に
は
一
切
責
任
が
生
じ
ま
せ
ん
。
倒
産
し
た
場
合
に
、
出

資
分
が
戻
っ
て
こ
な
い
だ
け
で
す
。
逆
に
利
益
が
出
れ
ば
配
当

（
�
巻
末
）
が
得
ら
れ
ま
す
。
発
起
人
１
名
、
資
本
金
１
０
０

０
万
円
か
ら
設
立
で
き
ま
す
。

有
限
会
社
は
出
資
者
が
50
名
以
内
と
制
限
さ
れ
、
３
０
０
万

円
の
資
本
金
で
設
立
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
有
限
会
社

を
設
立
し
、
売
上
げ
が
大
き
く
な
っ
た
ら
株
式
会
社
に
改
組
す

る
会
社
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

現
在
、
日
本
の
会
社
約
２
９
２
万
社
の
う
ち
、
約
１
５
８
万

社
が
株
式
会
社
、
約
１
０
０
万
社
が
有
限
会
社
、
合
資
会
社
そ

の
他
が
約
34
万
社
で
す
。

会社の4つの形態

株式会社� 有限会社�

有限責任� 有限責任�出資者の責任�

株主� 社員�出資者の名称�

1名以上� 1名以上50名まで�出資者の人数�

1000万円� 300万円�最低資本金額�

取締役3名以上�
代表取締役1名以上�

取締役1名以上�
代表取締役は任意�取締役数�

必要�定款の認証� 必要�
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﹇
資
本
と
経
営
の
分
離
が
特
色

﹈

株
式
会
社
はA
株
式B

を
発
行
す
る
こ
と
で
、
広
く
資
金

を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
店
頭
公
開
や
上
場
を
す
れ
ば
、

よ
り
広
く
出
資
者
を
募
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

立
場
を
か
え
る
と
、
上
場
し
て
い
る
企
業
の
株
は
、
証
券
会

社
の
窓
口
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
誰
で
も
自
由
に
買
う
こ
と
が

で
き
ま
す
（
株
式
ネ
ッ
ト
売
買
�
巻
末
）。

た
と
え
ば
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
株
を
買
う
と
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
株
主
で
あ

り
出
資
者
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
経
営
に
直
接
タ

ッ
チ
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
株
価
の
値
上
が
り
益
や
配

当
を
得
る
た
め
に
出
資
し
て
株
主
と
な
る
の
で
す
。
こ
れ
を

「
資
本
と
経
営
の
分
離
」
と
い
い
ま
す
。

「
会
社
の
資
本
と
経
営
を
な
ぜ
分
離
さ
せ
る
の
か
？
」
と
、
疑

問
に
思
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
理
由
は
、
分
離

さ
せ
る
こ
と
で
不
特
定
多
数
の
人
か
ら
巨
額
の
資
金
を
集
め
る

こ
と
が
可
能
に
な
る
か
ら
で
す
。

株
主
は
経
営
に
タ
ッ
チ
す
る
必
要
が
な
い
の
で
、
労
働
力
の

提
供
も
時
間
的
な
拘
束
も
な
く
、
儲
け
る
こ
と
だ
け
を
目
的
に

出
資
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
。
唯
一
の
責
任
は
、
万
一
会
社
が
倒

産
し
た
と
き
に
出
資
分
を
失
う
こ
と
で
す
。

会
社
が
売
上
げ
を
大
き
く
伸
ば
す
に
は
、
巨
額
の
設
備
投
資

や
研
究
開
発
が
不
可
欠
で
す
。
つ
ま
り
、「
株
式
制
度
」
と
、

株
式
を
広
く
流
通
さ
せ
る
「
証
券
取
引
所
」
に
よ
っ
て
、
資
本

金
数
百
億
円
の
大
企
業
の
誕
生
が
可
能
に
な
る
の
で
す
。

﹇
財
産
を
確
保
・
維
持
す
る
義
務

﹈

株
式
会
社
で
は
、
株
主
は
経
営
に
対
す
る
責
任
を
負
っ
て
い

ま
せ
ん
。
で
は
、
負
債
を
抱
え
て
倒
産
し
た
と
き
に
債
権
者
に

対
し
て
責
任
を
負
う
の
は
誰
で
し
ょ
う
か
。

大
企
業
の
場
合
は
、
会
社
の
契
約
は
す
べ
て
「
法
人
格
」
た

る
会
社
名
義
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、A

会
社B

以

出
資
者（
株
主
）と
経
営
が
分
離
し
て
お
り
、株
主
に
は
経
営
の
責
任
が
な
い
。こ
の
し
く
み
に

よ
り
不
特
定
多
数
か
ら
資
金
調
達
が
で
き
る
。

3
株
式
会
社
の
基
本
的
な
し
く
み
は
？
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経
営
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基
礎
知
識
を
押
さ
え
る

1

外
に
責
任
を
負
う
人
は
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
債
権
者
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、
倒
産
し
て
出
資
金

が
ゼ
ロ
と
な
っ
た
場
合
に
は
株
主
に
対
し
て
も
誰
も
責
任
を
負

わ
な
い
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
こ
れ
で
は
、「
会
社
は
あ
ま
り

に
無
責
任
で
信
用
で
き
な
い
」
と
い
う
見
方
も
で
き
ま
す
。

そ
こ
で
商
法
で
は
、
債
権
者
（
株
主
）
の
保
護
を
は
か
り
、

会
社
財
産
を
確
保
す
る
た
め
に
、
資
本
金
に
見
合
う
財
産
の
確

保
・
維
持
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

資本と経営の分離

経営者は出資者
を募り、出資金を
集めてその資金
で経営を行なう。�

株式会社�

資本� 経営�

株式を買った人が
出資者になる。�
出資者は経営の
責任を負わない。�
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﹇
株
式
上
場
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

﹈

株
式
会
社
の
特
徴
は
、
株
券
を
発
行
す
る
こ
と
で
市
場
か
ら

資
金
を
調
達
で
き
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
不
特
定
多
数
の
人

た
ち
か
ら
お
カ
ネ
を
集
め
る
に
は
、
会
社
の
株
券
の
売
買
を
行

な
う
証
券
取
引
所
を
通
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
が
証
券
会
社
を
通
し
て
買
え
る
株
券
は
、
す
べ
て
証

券
取
引
所
に
上
場
ま
た
は
店
頭
公
開
し
て
い
る
会
社
の
も
の
で

す
。
つ
ま
り
会
社
は
上
場
す
る
こ
と
で
株
式
を
広
く
取
引
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
、
大
き
な
資
金
調
達
が
可
能
と
な
る
の
で
す
。

い
わ
ば
上
場
は
、
一
流
企
業
と
し
て
社
会
か
ら
認
知
さ
れ
る
た

め
の
パ
ス
ポ
ー
ト
で
す
。
創
業
者
は
、
上
場
や
公
開
に
よ
っ
て

大
き
な
財
産
（
創
業
者
利
益
）
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
同
時
に
、
投
資
家
や
社
会
に
対
し
て
大
き
な
責
任
が

生
じ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
上
場
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ー
ド
ル
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

﹇
店
頭
公
開
と
上
場
の
審
査
基
準
は
？

﹈

証
券
取
引
所
に
上
場
す
る
た
め
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ
を

店
頭
公
開
と
い
い
ま
す
。
い
わ
ば
上
場
の
予
備
軍
で
、
日
本
証

券
業
協
会
が
承
認
し
た
会
社
が
登
録
さ
れ
、
株
式
の
取
引
は
ジ

ャ
ス
ダ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る
株
式
市
場
で
行
わ
れ
ま
す
。

ジ
ャ
ス
ダ
ッ
ク
は
中
小
・
中
堅
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
対
象

と
し
た
市
場
で
、
登
録
基
準
に
は
、
成
長
性
を
重
視
す
る
も
の

と
過
去
の
経
営
成
績
を
重
視
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

店
頭
公
開
の
の
ち
、
一
定
の
条
件
を
ク
リ
ア
す
る
と
、
今
度

は
財
務
大
臣
の
承
認
で
上
場
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
二
部
上
場

と
い
い
、さ
ら
に
厳
正
な
審
査
を
経
て
一
部
上
場
と
な
り
ま
す
。

現
在
、日
本
に
は
約
２
９
２
万
ほ
ど
の
会
社
が
あ
り
ま
す
が
、

上
場
企
業
は
全
国
５
つ
の
証
券
取
引
所
を
合
わ
せ
て
も
数
千
社

程
度
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

上
場
す
る
と
広
く
社
会
か
ら
認
知
さ
れ
、大
き
な
資
金
調
達
も
可
能
に
な
る
。
最
近
で
は
ベ
ン

チ
ャ
ー
専
門
の
上
場
市
場
も
登
場
し
て
い
る
。

4
店
頭
公
開
、上
場
の
し
く
み
は
？



23

PART

経
営
の
基
礎
知
識
を
押
さ
え
る

1

﹇
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
専
門
の
市
場

﹈

上
場
企
業
数
が
少
な
い
背
景
に
は
、
純
資
産
額
や
設
立
年
数

な
ど
の
厳
し
い
審
査
基
準
が
あ
る
か
ら
で
す
。

し
か
し
ア
メ
リ
カ
で
は
、
か
つ
て
の
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
や

イ
ン
テ
ル
社
の
よ
う
に
、
設
立
間
も
な
い
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

（
�
Ｐ
180
）
が
上
場
し
、
数
年
で
世
界
的
な
大
企
業
に
成
長
す

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
店
頭
株
式
市
場
の
ナ
ス
ダ
ッ
ク
に
は

多
く
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
上
場
し
、
ア
メ
リ
カ
経
済
を
活
性

化
さ
せ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
日
本
で
も
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
専
門
の
株
式
取
引
市

場
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
、
99
年
に
東
京
証
券
取
引
所
が
マ
ザ
ー

ズ
（
�
巻
末
）
を
創
設
し
ま
し
た
。

２
０
０
０
年
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ナ
ス
ダ
ッ
ク
と
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
が
共
同
で
ナ
ス
ダ
ッ
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
（
�
巻
末
）
を
大
阪

証
券
取
引
所
内
に
開
設
し
ま
し
た
。

現
在
、
両
新
興
市
場
に
は
１
０
０
社
を
超
え
る
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
が
上
場
。
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
崩
壊
の
影
響
で
上
場
数
は
伸
び
悩

ん
で
お
り
、
ナ
ス
ダ
ッ
ク
は
２
０
０
２
年
に
日
本
か
ら
の
撤
退

を
決
め
ま
し
た
。
今
後
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
専
門
市
場
の
活
性

化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

店頭公開から上場へのしくみ

一部上場�
（さらに厳正な審査）�

二部上場�
（財務大臣の承認）�

ベンチャー企業専門の株式取引市場の活性化が期待さ
れている。�

店頭公開�
（日本証券業協会の承認）�
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2

3

4

5

6

7

﹇
取
締
役
は
会
社
の
舵
取
り
役

﹈

一
般
的
に
、
会
社
員
が
出
世
し
た
い
と
願
っ
た
と
き
に
、
そ

の
到
達
点
と
な
る
の
がA
取
締
役B

で
す
。
そ
の
理
由
は
、
取

締
役
に
な
れ
ば
社
内
的
に
も
対
外
的
に
も
経
営
者
の
一
員
と
み

な
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

商
法
で
も
、
取
締
役
は
一
般
社
員
と
異
な
り
、
会
社
運
営
の

重
要
決
定
機
関
で
あ
る
取
締
役
会
（
�
次
項
）
の
メ
ン
バ
ー
と

し
て
登
記
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

会
社
経
営
を
船
に
た
と
え
る
な
ら
、
取
締
役
と
はA

舵
取

りB

を
決
め
る
人
で
す
。
も
し
、
間
違
っ
た
舵
取
り
を
す
れ
ば

船
は
座
礁
し
、
乗
組
員
と
船
荷
を
海
の
底
に
沈
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

そ
れ
ほ
ど
の
重
責
を
担
っ
て
い
る
だ
け
に
、
取
締
役
に
は
一

般
社
員
に
な
い
義
務
も
法
律
で
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

商
法
で
は
取
締
役
の
義
務
を
、
次
の
よ
う
に
大
き
く
四
つ
規

定
し
て
い
ま
す
。

﹇
取
締
役
の
四
つ
の
義
務
と
は
？

﹈

一
つ
は
「
忠
実
義
務
」
で
す
。
会
社
の
決
議
事
項
を
守
り
、

会
社
の
た
め
に
忠
実
に
職
務
を
執
行
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
競
業
避
止
義
務
」
で
は
、
取
締
役
が
会
社
と
同
じ
分
野
の
仕

事
を
個
人
で
行
な
う
こ
と
を
禁
じ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
任
務
を
怠
っ
た
り
違
反
し
た
場
合
に
は
、
会
社
に
対

し
て
個
人
で
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（「
会
社

へ
の
民
事
上
の
責
任
」）。

さ
ら
に
、
重
大
な
過
失
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
取
引
先
や
顧

客
に
対
し
て
も
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す

（「
第
三
者
へ
の
民
事
上
の
責
任
」）。

さ
ら
に
、
商
法
四
八
六
条
に
は
特
別
背
任
罪
（
�
巻
末
）
も

規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
取
締
役
に
な
る
に
は
覚
悟
も
必
要
な
の

で
す
。

取
締
役
は
、会
社
運
営
の
重
要
な
意
思
決
定
を
担
う
。
責
任
は
重
大
で
、業
務
を
怠
れ
ば
個
人

で
損
害
を
賠
償
す
る
義
務
も
負
っ
て
い
る
。

5
取
締
役
と
社
員
は
ど
う
違
う
の
か
？
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1

「取締役の義務」は商法で定められている

忠実義務�
（商法254条）�

法令、定款、決議事項を守り、会社の
ために忠実に職務を執行する。�

競業避止義務�
（商法264条）�

会社と同じ分野の仕事を個人で行な
うことはできない。�

会社への民事上の責任�
（商法266条）�

法令や定款に違反する行為をしたと
きは会社に対して連帯して損害を賠
償する。�

第三者への民事上の責任�
（商法266条）�

間違った職務行為をして第三者に損
害を与えたときは連帯して損害を賠
償する。�

取締役の序列�

代表取締役�

専務取締役�

常務取締役�

取締役（ヒラトリ）�

社長、専
務、常務という
のは、あくまで社内
規定による肩書き
であって、法律の
定めはない�


